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オレオレ詐欺の予兆電話が、卒業生の実家にかかってきました。 
・予兆電話とは「携帯の番号を変えたから登録しておいてくれ」「風邪を引いて声が変わっている」 

というものです。3月6、7、9日に富山県内外で4件振込詐欺の予兆電話がありました。 
・確認できた3件は、いずれも富山大学経済学部の卒業生の実家でした。 
・卒業年度は、平成9年度（第46回）、10年度（第47回）、11年度（第49回）と複数年度にまたがっ 

ています。 
・卒業生の氏名を名乗っていることから詐欺グループでは氏名と実家の電話番号が記載された名簿 

を持っているかと思われます。 
・このような不審な電話に十分注意するとともに、関係各位にも注意を呼びかけてくださるようお 

願いします。また、不審な電話があった場合は、最寄りの警察署又は富山大学（担当：総務部総 
務グループ電話：076一朝5－6005　FAX：076－445－6014）へご連絡、ご相談ください。 
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経
済
学
部
長
再
任
の
ご
あ
い
さ
つ

小

　

倉

　

利

　

丸

今
年
二
月
の
教
授
会
で
、
学
部
長
と
し

て
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
四
月
か
ら
二
年
の

任
期
で
職
務
を
継
続
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
岸
本
副
学
部
長
、
宮
非
評
議
員
、

垣
田
経
済
学
科
長
、
鈴
木
経
営
学
科
長
、

立
石
経
営
法
学
科
長
、
い
ず
れ
も
再
任
、

あ
る
い
は
継
続
で
す
の
で
、
経
済
学
部
の

執
行
部
体
制
に
大
き
な
変
化
は
あ
り
ま
せ

ん
。
引
き
続
き
ご
指
導
ご
鞭
漣
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

二
〇
〇
四
年
、
富
山
大
学
は
、
三
大
学

統
合
と
い
う
全
国
で
も
ま
れ
に
み
る
大
き

な
組
織
再
編
を
果
た
し
ま
し
た
。
キ
ャ
ン

パ
ス
も
離
れ
、
学
術
研
究
や
教
育
の
文
化

も
伝
統
も
異
な
る
三
つ
の
大
学
を
、
一
つ

の
大
学
と
し
て
新
た
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
を
構
築
す
る
作
業
は
容
易
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
を
こ
の
間
実
感
し
て
き
ま
し
た
。

特
に
、
教
養
教
育
や
大
学
院
教
育
に
つ
い

て
は
、
全
学
的
な
取
り
組
み
が
必
要
に
な

っ
て
お
り
、
経
済
学
部
も
、
学
部
単
位
で

の
教
育
と
研
究
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
他

学
部
と
の
協
力
関
係
が
重
要
に
な
っ
て
い

ます。大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
大
学
院
に

つ
い
て
は
、
多
く
の
志
望
者
に
恵
ま
れ
、

定
員
を
増
や
す
な
ど
充
実
を
図
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
留
学
生
の
院
生
が
多
い
こ

と
か
ら
、
学
位
論
文
の
執
筆
に
必
要
な
日

本
語
教
育
を
新
た
に
開
始
し
、
院
生
と
教

員
が
専
門
の
研
究
と
指
導
に
集
中
で
き
る

よ
う
に
工
夫
し
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま

た
、
社
会
人
の
大
学
院
で
の
研
究
を
支
援

す
る
た
め
に
、
入
試
科
目
を
見
直
し
、
専

門
の
学
科
試
験
を
廃
止
し
て
論
文
審
査
を

導
入
し
ま
し
た
。
実
社
会
に
出
て
様
々
な

経
験
を
積
ん
だ
み
な
さ
ん
が
、
改
め
て
勉

強
し
直
し
研
究
に
取
り
組
む
条
件
を
整
え

よ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

他
方
で
、
若
い
学
生
た
ち
を
と
り
ま
く

社
会
状
況
は
決
し
て
楽
観
的
な
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
国
家
公
務
員
の
新
規
採
用

大
幅
抑
制
、
日
本
経
済
の
長
期
停
滞
な
ど
、

雇
用
環
境
は
厳
し
く
、
就
職
活
動
も
か
な

り
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。

三
年
後
期
に
は
じ
ま
る
就
職
活
動
に
よ
っ

て
、
実
質
大
学
は
三
年
制
の
よ
う
な
状
況

に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
と
福
島
原
発
事
故
は
大

き
な
教
訓
を
私
た
ち
に
残
し
て
い
ま
す
。

戦
後
日
本
は
、
高
度
成
長
と
先
進
国
化
の

な
か
で
、
人
々
の
生
存
の
保
障
と
し
て
の

経
済
と
い
う
経
済
の
根
本
を
ど
こ
か
で
脇

に
追
い
や
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
大
き
な
犠
牲
と
取
り
返
し
ょ
う

の
な
い
将
来
へ
の
負
債
を
負
う
こ
と
で
、

や
っ
と
そ
の
こ
と
に
気
づ
い
た
の
で
は
な

い
か
、
と
思
い
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
学
問
分

野
で
、
こ
の
未
曾
有
の
出
来
事
を
ふ
ま
え

た
学
問
そ
の
も
の
の
問
い
直
し
が
始
ま
っ

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
社
会
科
学
も

例
外
で
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。
次
世
代
を
担

う
若
者
た
ち
は
、
私
た
ち
の
よ
う
な
世
代

の
旧
弊
を
打
破
し
て
社
会
の
再
設
計
に
挑

戦
す
る
担
い
手
と
し
て
、
学
問
の
問
い
直

し
の
先
頭
に
立
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
米
国
で
も
、
中
東
で
も
、

中
国
や
韓
国
で
も
、
ど
こ
の
国
に
あ
っ
て

も
若
者
た
ち
は
社
会
の
様
々
な
制
度
的
矛

盾
に
直
面
し
苦
闘
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
う
し
た
苦
闘
が
あ
る
か
ら
こ
そ
未
来
の

社
会
の
あ
る
べ
き
姿
を
必
死
で
模
索
す
る

莫
撃
な
挑
戦
も
芽
生
え
て
く
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。
大
学
の
使
命
も
ま
た
、
既
存
の

価
値
観
や
枠
組
み
を
打
破
す
る
学
問
的
な

苦
闘
を
厭
う
よ
う
で
あ
っ
て
は
、
と
う
て

い
若
者
た
ち
の
教
育
を
担
え
る
は
ず
も
あ

り
ま
せ
ん
。
学
生
に
と
っ
て
も
教
員
に
と

っ
て
も
苦
闘
の
時
代
で
す
。
し
か
し
、
そ

う
だ
か
ら
こ
そ
可
能
性
の
時
代
で
も
あ
る

と
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
お
ぐ
ら
・
と
し
ま
る
）

甘
鳳
且

続
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
現
状
」小

　

河

　

俊

　

紀

●
は
じ
め
に

「
二
〇
一
二
年

二
月
一
九
日
一
七

時
三
五
分
、
私
は

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

を
開
け
た
。
」
と
い

う
と
大
げ
さ
だ
が
、

実
は
、
一
九
八
一

年
六
月
一
日
発
行

の
本
誌
第
七
号
に
寄
稿
し
た
「
ク
レ
ジ
ッ

ト
・
カ
ー
ド
の
現
状
」
と
題
す
る
草
稿
を
、

書
斎
の
タ
ン
ス
か
ら
こ
の
日
偶
然
発
見
し

た
の
だ
。

私
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
カ
ー
ド
の
仕
事

に
携
わ
っ
て
早
四
〇
年
に
な
る
。
当
初
、

予
想
さ
え
し
な
い
こ
と
だ
っ
た
が
、
日
本

で
の
業
界
黎
明
期
か
ら
爆
発
的
成
長
期
、

そ
し
て
一
種
の
成
熟
期
の
現
在
ま
で
、

様
々
な
立
場
で
そ
の
歴
史
に
関
わ
っ
て
き

た。

寄
稿
当
時
は
、
入
社
十
年
目
で
、
業
界

誕
生
二
〇
年
目
の
節
目
だ
っ
た
。
現
時
点

で
は
半
世
紀
、
人
間
で
言
え
ば
、
天
命
を

知
る
「
知
命
」
を
迎
え
る
。

様
々
な
節
目
に
当
た
る
こ
の
時
期
に
、

こ
の
草
稿
を
発
見
し
た
の
も
、
富
山
大
学

と
の
深
い
ご
緑
で
は
な
い
か
と
思
う
。

寄
稿
当
時
t
三
二
歳
だ
っ
た
私
は
、
在
籍

す
る
カ
ー
ド
会
社
（
J
C
B
）
で
の
十
年

の
実
務
経
験
を
も
と
に
、
カ
ー
ド
の
過

去
・
現
状
・
未
来
に
つ
い
て
持
論
を
展
開

し
た
。
本
稿
で
も
、
前
回
と
同
じ
趣
旨
で

三
一
年
ぶ
り
に
続
編
を
書
い
て
み
よ
う
と

思う。
●
初
稿
の
骨
子

t
九
八
〇
年
代
は
、
高
度
経
済
成
長
に

伴
っ
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
カ
ー
ド
が
日
本
で

爆
発
的
に
普
及
し
た
時
期
だ
。
し
か
し
、

一
九
八
一
年
当
時
は
、
嵐
の
前
の
静
け
さ

だ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
カ
ー
ド
発
行
枚
数

に
お
い
て
、
現
在
は
三
億
二
千
二
百
万
枚

（
日
本
ク
レ
ジ
ッ
ト
協
会
調
査
）
で
あ
る

が
、
当
時
は
三
千
五
百
万
枚
と
、
今
の
十

分
の
一
規
模
で
し
か
な
い
。

業
界
ト
ッ
プ
の
1
C
B
で
さ
え
、
地
方

で
は
ま
だ
無
名
で
あ
り
、
富
山
に
帰
省
す

る
た
び
、
親
戚
や
友
人
に
説
明
す
る
の
が

大
変
だ
っ
た
。
だ
か
ら
、
本
誌
に
寄
稿
を

勧
め
て
い
た
だ
い
た
故
新
田
隆
信
学
部
長

の
先
見
の
明
に
敬
服
し
て
い
る
。

骨
子
と
し
て
は
、

（
一
）
近
い
将
来
、
自
動
販
売
機
や
電
話
料

金
ま
で
カ
ー
ド
決
済
に
な
る
。
決
済
で
き

な
い
分
野
は
な
く
な
る
。

（
二
）
「
使
っ
た
分
だ
け
後
払
い
」
の
仕
組

み
は
、
ア
メ
リ
カ
よ
り
は
る
か
昔
元
禄
時

代
の
「
越
中
の
置
薬
」
に
原
型
が
見
ら
れ

る
。
日
本
で
最
初
に
カ
ー
ド
を
発
行
し
た

青
井
忠
治
氏
（
丸
井
の
創
業
者
）
が
富
山

出
身
で
あ
る
の
も
偶
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

（
三
）
不
正
使
用
の
防
止
を
図
り
、
サ
ー
ビ

ス
と
機
能
の
拡
充
次
第
で
は
、
日
銀
券
に

替
わ
り
う
る
だ
ろ
う
。

以
上
三
点
だ
っ
た
。

●
レ
ビ
ュ
ー

そ
の
後
の
三
〇
年
で
、
実
際
ど
う
な
っ

た
か
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

（
一
）
に
つ
い
て
。
完
全
に
的
中
し
た
。
実

際
、
一
九
八
二
年
こ
ろ
か
ら
、
全
国
金
融

機
関
が
競
っ
て
カ
ー
ド
事
業
に
参
入
し
、

爆
発
的
な
普
及
が
始
ま
っ
た
。
決
済
分
野

も
飛
躍
的
に
拡
大
し
、
電
話
代
金
ど
こ
ろ

か
、
今
や
医
療
費
や
公
金
、
家
賃
さ
え
カ

ー
ド
払
い
可
能
に
な
っ
た
。

（
二
）
に
つ
い
て
。
こ
こ
数
年
、
業
法
改
正

で
カ
ー
ド
会
社
の
大
半
が
収
益
暮
化
や
事

業
収
縮
に
あ
え
い
で
い
る
。
し
か
し
、
老

舗
丸
井
の
エ
ボ
ス
カ
ー
ド
は
高
収
益
・
高

成
長
を
続
け
て
い
る
。
や
は
り
、
富
山
の

置
き
薬
の
D
N
A
が
継
承
さ
れ
て
い
る
の

か
も
し
れ
な
い
。
（
ち
な
み
に
、
緑
あ
っ

て
、
現
在
私
は
同
社
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
）

（
三
）
に
つ
い
て
。
一
九
八
〇
年
代
に
入
っ

て
、
カ
ー
ド
利
用
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
開
発

や
、
全
国
で
使
え
る
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
の
発

行
開
始
な
ど
画
期
的
サ
ー
ビ
ス
が
続
々
導

入
さ
れ
た
。
加
え
て
、
二
〇
世
紀
未
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
登
場
す
る
と
、
ネ
ッ
ト

で
の
通
販
と
カ
ー
ド
決
済
が
普
通
に
な
り
、

と
う
と
う
売
上
・
決
済
額
と
も
に
老
舗
百

貨
店
を
追
い
抜
い
て
し
ま
っ
た
。

た
だ
、
カ
ー
ド
決
済
規
模
全
体
で
は
、

平
成
二
一
年
度
実
績
で
四
四
兆
円
。
凄
い

と
言
え
ば
凄
い
金
額
だ
が
、
同
年
の
個
人

消
費
三
〇
四
兆
円
に
対
す
る
決
済
比
率
で

は
わ
ず
か
一
四
．
四
％
程
度
だ
。
決
済
率

で
、
歴
史
の
古
い
欧
米
は
も
ち
ろ
ん
、
歴

史
が
わ
ず
か
十
数
年
の
お
隣
韓
国
の
六
〇

％
に
比
べ
る
と
、
日
本
は
カ
ー
ド
利
用
面

で
後
進
国
だ
。
残
念
な
が
ら
、
「
日
銀
券

に
替
わ
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
私
の
未
来
予

想
が
、
未
だ
遠
い
夢
だ
。
様
々
な
解
釈
が

あ
り
え
る
が
、
そ
れ
は
今
回
省
略
す
る
。

●
新
た
な
未
来
予
測

超
現
金
社
会
日
本
で
、
カ
ー
ド
は
い
つ

か
現
金
に
替
わ
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ

う
か
？
本
稿
の
結
び
を
、
私
な
り
に
ま
と

め
て
み
た
い
。

（
一
）
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
ネ
ッ
ト
と
の
連

携
二
〇
〇
四
年
、
ケ
ー
タ
イ
電
話
に
日
本

独
自
の
非
接
触
通
信
技
術
F
e
l
i
C
a

を
搭
載
し
た
オ
サ
イ
フ
ケ
ー
タ
イ
が
登
場

し
た
時
、
本
当
に
衝
撃
的
だ
っ
た
。
「
長
い

夢
が
現
実
化
し
た
」
と
。
そ
し
て
、
今
は

ケ
ー
タ
イ
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
進
化
し
、

User
四角形
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F
 
C

（
国
際
規
格
）

に
標
準
化
し
っ

つ
あ
る
。
近
未

来
、
コ
ー
ラ
を

自
動
販
売
機
で

買
う
の
も
、
ネ

ッ
ト
で
買
い
物

を
す
る
の
も
、

■
筆
者
略
歴

小

　

河

　

俊

　

紀

お
が
わ
　
と
し
の
り

学
部
二
〇
回

「
C
a
r
d
S
e
e
k
」
代
表

世
界
を
旅
す
る
の
も
、
ス
マ
ホ
〓
口
で
足

り
る
時
代
に
な
る
だ
ろ
う
。

（
二
）
企
業
間
取
引
の
カ
ー
ド
決
済

前
記
の
と
お
り
、
個
人
消
費
分
野
で
カ

ー
ド
決
済
は
す
べ
て
網
羅
さ
れ
た
。
残
さ

れ
た
領
域
は
企
業
間
取
引
（
B
－
O
B
）

し
か
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
元
来
、
ク
レ
ジ

ッ
ト
・
カ
ー
ド
は
個
人
∴
法
人
を
問
わ
ず

売
主
の
売
掛
金
圧
縮
と
買
主
の
買
掛
金
繰

延
と
い
う
敵
対
関
係
を
、
矛
盾
な
く
両
立

さ
せ
る
優
れ
た
仕
組
み
で
あ
る
か
ら
だ
。

現
行
、
企
業
間
取
引
の
決
済
条
件
は
力
関

係
で
決
ま
っ
て
い
る
。
弱
小
企
業
は
ど
厳

し
く
長
い
売
掛
に
苦
し
む
。
仕
入
れ
は
逆

に
掛
け
が
難
し
い
。
だ
か
ら
、
お
金
が
円

滑
に
流
れ
な
い
の
だ
。
人
体
で
言
え
ば
、

毛
細
血
管
の
血
流
不
足
の
よ
う
な
も
の
だ
。

も
し
、
こ
の
領
域
に
カ
ー
ド
決
済
が
実
現

す
れ
ば
、
「
マ
ネ
ー
の
B
I
O
B
I
O
C

連
鎖
＝
血
流
改
善
」
が
起
こ
り
、
零
細
企

業
が
活
性
化
し
、
個
人
消
費
も
括
性
化
し
、

日
本
全
体
が
蘇
生
す
る
だ
ろ
う
。

十
年
後
に
、
再
度
本
稿
の
続
編
を
書
い

て
み
た
い
と
思
う
。

パ
ー
ソ
ナ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
学
会
会
員

一
九
七
二
年
経
済
学
部
卒
。

同
年
日
本
ク
レ
ジ
ッ
ト
ビ
ュ
ー
ロ
ー

（
1
C
B
）
入
社
、
カ
ー
ド
基
幹
業
務
全
般

に
従
事
。
一
九
九
〇
年
ヤ
マ
ハ
に
転
じ
、

全
国
特
約
楽
器
店
網
の
顧
客
系
列
化
業
務

を
担
う
。
同
社
定
年
退
職
以
降
、
決
済
代

行
企
業
等
異
業
態
各
社
の
カ
ー
ド
活
用
コ

ン
サ
ル
に
携
わ
る
は
か
、
「
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
に
よ
る
資
金
繰
り
円
滑
化
特
許
」

の
実
用
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

母
校
だ
よ
り

教
員
の
異
動

新
任

二
〇
二
年
十
二
月
一
日
付

・
前
　
　
職
‥
東
北
大
学

法
学
研
究
科
助
教

・
生
　
　
年
‥
一
九
七
八
（
昭
和
五
三
）
年

・
出
身
地
‥
青
森
県
　
む
つ
市

・
ひ
と
こ
と
‥
生
ま
れ
た
地
が
、
霊
場
恐

山
を
擁
す
る
山
々
と
陸
奥
湾
に
囲
ま
れ

た
青
森
県
む
つ
市
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

海
と
山
の
両
方
が
あ
る
場
所
で
の
研

究
・
教
育
生
活
と
い
う
の
が
私
の
理
想
。

と
は
い
え
こ
れ
は
贅
沢
な
環
境
。
な
か

な
か
実
現
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
緑
あ
っ
て
昨
年
十
二
月
よ

り
富
山
大
学
に
参
り
ま
し
た
が
、
な
ん

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
！
立
山
連
峰
の

壮
大
さ
と
美
し
さ
と
そ
こ
か
ら
も
た
ら

さ
れ
る
清
水
。
そ
し
て
富
山
湾
の
恵
み
。

現
実
的
に
は
架
沢
か
な
と
思
っ
て
い
た
、

海
と
山
に
囲
ま
れ
た
研
究
・
教
育
生
活

が
こ
こ
に
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
地
と
の
す
ぼ
ら
し
い
出
会
い
に

感
謝
し
っ
つ
、
口
々
精
進
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

二
〇
一
二
年
四
月
一
日
付

・
前
　
職
‥
大
阪
市
立
大
学
大
学
院

経
済
学
研
究
科
特
任
助
教

・
生
　
年
‥
一
九
七
一
年

・
出
身
地
‥
大
阪
府

・
ひ
と
こ
と
‥
民
間
と
学
問
の
世
界
を
行

っ
た
り
来
た
り
し
て
い
ま
し
た
の
で
、

職
歴
は
数
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
国
際
金
融

論
を
担
当
し
ま
す
が
、
同
時
に
ア
ジ
ア

ビ
ジ
ネ
ス
や
新
興
市
場
の
現
状
に
つ
い

て
も
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ます。

岩
本
　
学
（
い
わ
も
と
・
ま
な
ぶ
）
講
師

・
所
属
学
科
‥
経
営
法
学
科
　
民
事
法

・
担
　
　
当
‥
民
事
訴
訟
系
科
目

・
最
終
学
歴
‥
東
北
大
学
法
学
研
究
科
博

士
課
程
後
期

久
保
彰
宏
（
く
ぼ
・
あ
き
ひ
ろ
）
准
教
授

・
所
属
学
科
＝
経
済
学
部
経
済
学
科

・
担
　
当
‥
国
際
金
融
論

・
最
終
学
歴
‥
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
経

済
学
研
究
科
後
期
博
士
課

程
修
了

山
田
潤
司
（
や
ま
だ
・
じ
ゆ
ん
じ
）
講
師

・
所
属
学
科
‥
経
済
学
部
経
済
学
科

・
担
　
当
＝
金
融
論
、
マ
ク
ロ
経
済
学

・
最
終
学
歴
‥
東
京
大
学
大
学
院
経
済
学

研
究
科
博
士
課
程
単
位
所

得
退
学

・
生
　
年
‥
一
九
八
二
（
昭
和
五
七
）
年

・
出
生
地
‥
広
島
県
福
山
市

・
ひ
と
こ
と
‥
こ
の
原
稿
の
執
筆
時
点
（
四

月
初
旬
）
で
は
ま
だ
大
学
の
授
業
は
始

ま
っ
て
お
ら
ず
、
五
福
キ
ャ
ン
パ
ス
に

は
新
入
生
と
思
し
き
学
生
が
諸
手
続
き

の
た
め
ち
ら
ほ
ら
と
来
校
し
て
い
ま
す
。

そ
の
初
々
し
い
姿
を
見
て
自
分
の
大
学

入
学
の
頃
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

私
が
学
部
に
入
学
し
た
二
〇
〇
二
年

当
時
の
日
本
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
長

引
く
不
況
か
ら
よ
う
や
く
脱
出
の
糸
口

が
見
え
始
め
た
頃
で
、
経
済
動
向
を
巡

る
ニ
ュ
ー
ス
が
連
日
報
道
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
自
然
と
「
な
ぜ
日
本
は
不
況
に

陥
っ
た
の
か
」
と
い
う
疑
問
を
抱
く
よ

う
に
な
り
、
経
済
学
の
門
戸
を
叩
き
ま

し
た
。
以
来
今
日
に
至
る
ま
で
デ
フ

レ
・
少
子
高
齢
化
・
財
政
赤
字
等
、
マ

ク
ロ
日
本
経
済
の
課
題
を
実
証
的
に
分

析
し
て
い
ま
す
。

私
の
取
り
組
ん
で
き
た
研
究
課
題
は

今
後
も
日
本
経
済
が
直
面
し
続
け
う
る

問
題
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
社
会
に
出
て

い
く
経
済
学
部
の
学
生
に
は
し
っ
か
り

と
学
ん
で
い
っ
て
欲
し
い
と
強
く
思
っ

て
い
ま
す
。
刺
激
的
な
講
義
が
で
き
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

転
出

李
　
瑞
雪
・
准
教
授

法
政
大
学
経
営
学
部
教
授
へ

や
校
旗
、
仰
嶽
寮
旗
を
は
じ
め
学
生
便
覧

等
旧
高
岡
高
商
の
資
料
を
提
供
し
て
い
る
。

学
会
等
の
開
催

大
学
の
行
事

第
一
回
富
山
大
学
展
　
開
催
中

期
間
‥
四
月
九
日
か
ら
五
月
二
五
日

場
所
‥
中
央
図
書
館
二
階
ロ
ビ
ー

今
年
は
特
に
第
一
回
と
し
て
前
身
校
の

設
立
時
か
ら
の
歴
史
を
中
心
に
、
八
学
部

の
設
立
時
の
新
聞
の
コ
ピ
ー
や
卒
業
ア
ル

バ
ム
の
写
真
な
ど
を
展
示
し
て
い
る
。

経
済
学
部
で
も
、
旧
高
岡
高
商
開
校
式

（
昭
和
三
年
十
月
二
十
日
）
　
の
新
聞
記
事

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

中
ロ
国
境
地
帯
‥
共
生
へ
の
期
待
と
不
安

富
山
大
学
の
、
東
ア
ジ
ア
「
共
生
」
学

創
生
の
学
際
的
融
合
研
究
の
一
環
と
し
て
、

三
月
〓
ハ
日
㈱
経
済
学
部
大
会
議
室
で

開
催
さ
れ
た
。
堀
江
典
生
教
授
が
中
心
に

な
り
富
山
大
学
極
東
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
、

一
橋
大
学
経
済
研
究
所
ロ
シ
ア
研
究
セ
ン

タ
ー
の
共
催
、
東
北
大
学
東
北
ア
ジ
ア
研

究
セ
ン
タ
㌧
島
根
県
立
大
学
北
東
ア
ジ

ア
研
究
セ
ン
タ
㌧
北
海
道
大
学
グ
ロ
ー

バ
ル
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
境
界
研
究
の

拠
点
形
成
‥
ス
ラ
ブ
・
ユ
ー
フ
シ
ア
の
世

界
の
後
援
を
得
て
行
わ
れ
た
。
第
一
セ
ッ

シ
ョ
ン
で
六
名
、
第
二
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
六

名
の
発
表
・
討
論
等
が
あ
っ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
半
ば
に
、
遠
藤
学
長

か
ら
も
大
学
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
成

果
を
期
待
し
て
い
る
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

学
生
の
活
動

経
済
学
部
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
協
議
会

越
嶺
会
長
貧
の
表
彰
式

三
月
十
九
日
㈲
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
協
議
会
の

優
秀
論
文
に
対
し
越
嶺
会
長
賞
と
し
て
表

彰
す
る
式
が
、
寺
林
敏
・
副
会
長
が
会
長

代
理
と
し
て
出
席
し
て
経
済
学
部
大
会
議

室
で
開
か
れ
た
。

賞
状
と
副
費
を
授
与
さ
れ
た
後
、
学
生

か
ら
論
文
の
狙
い
と
苦
労
し
た
点
に
つ
い

て
述
べ
ら
れ
た
。

ま
た
、
寺
林
副
会
長
は
、
質
問
に
答
え

て
富
山
県
教
育
長
と
し
て
、
勤
勉
な
が
ら

発
言
・
発
信
が
下
手
と
言
わ
れ
る
県
民
気

質
や
公
立
が
多
い
富
山
県
教
育
の
特
色
に

つ
い
て
語
り
、
ど
の
職
業
に
つ
い
て
も
学

ん
だ
こ
と
を
自
分
の
頭
で
考
え
て
進
ん
で

ほ
し
い
と
述
べ
、
受
賞
を
祝
福
し
た
。

越
嶺
会
長
葺
を
受
賞
し
て

こ
の
度
は
、
こ
の
よ
う
な
貨
を
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
て
、
大
変
光
栄
に
思

い
ま
す
。
私
た
ち
が
こ
の
よ
う
な
結
果
を

残
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
ひ
と
え
に
越

嶺
会
を
は
じ
め
様
々
な
方
々
の
ご
支
援
を

賜
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
と
実
感
し
て
お

り
ま
す
。

私
た
ち
が
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
に

関
心
を
持
っ
た
の
は
、
地
方
財
政
の
逼
迫

を
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。

富
山
市
で
も
「
串
と
お
団
子
」
と
い
う
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
理
念
に
基
づ
い
た
政

策
を
行
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
う

し
た
観
点
か
ら
地
方
財
政
逼
迫
を
緩
和
で

き
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

私
た
ち
の
研
究
の
独
自
の
視
点
は
、

「
利
便
性
指
標
」
を
定
義
し
た
と
こ
ろ
に

あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
利
便
性
指
標
は
、

特
定
の
施
設
の
周
辺
に
存
在
す
る
住
宅
数

の
割
合
を
表
し
て
お
り
、
消
費
者
は
施
設

の
利
用
が

し
や
す
い

か
ど
う
か
、

ま
た
自
治

体
に
と
っ

て
は
効
率

の
長
い
施

設
の
配
置

が
行
わ
れ

て
い
る
か

を
表
し
て

い
ま
す
。
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